































































用水路と谷水のかかる範囲が中心となっている。図２に、井堰①～⑯の設置場所と用水路がかかる灌漑範囲を示した。井堰・水路・灌漑範囲は、明治期に作成された地籍図や土地台帳を基に、現地での聞き取り調査により復原したものである。なお、特に断りのないものは現地での聞き取りの成果による。復原した 利灌漑が、いつの時代まで遡れ のか、慶長九年（一六〇四）の検地帳・明治期の地籍図記載の田畠地から灌漑範囲を照合して表にまとめ、次のように① ら⑯までのセギの検証を行った。只木では、井堰のこ を「セギ」という言い方をしているため、セギという呼称を用いることとする。①
  奥谷下のセギは釣橋川上流から取水し、川の左岸を通り小字谷下の田地を灌漑していた。慶長九年の検地帳には「谷下」の田畠地が確認でき、中田一反三畝一歩、下田二畝一五歩、不作田五畝一八歩の計五筆記載されている。また、明治期の地籍図には田地が一三枚確認できる。
②
  谷下のセギは、 少し下流に位置し、釣橋川から取水し右岸を通り、奥谷下のセギと同じく小字谷 の田 を灌漑していた。
③
  前田のセギは、釣橋川から取水して右岸を通り小字前田の田地を灌漑していた。慶長九年の検地帳には上田が一反八畝二〇歩、中 二反七畝九歩、下田一反三歩、不作 三 四 の計 二筆 記載がある。明治期の地籍図にも田地二五枚 畠地六枚が確認できる。
④























  幸次皆トのセギは、垂水みたいな小さな堰が小字幸次皆トに設置されており、幸次皆ト・西澤・皆ト田・鳶 までを灌漑し釣橋川に合流していた。慶長九年の検地帳には幸次皆トと西澤について 記載はなが、鳶田と皆ト田に関して 「とひかいと」 う 名が出てくることから 中世から田地開発が行われていたこ がわかる。検地帳に出てくる「とひかいと」は上田三畝、下田二反一畝、中畠二反 畝四歩、下畠二畝一八歩の計六筆の耕作地が確認できる。またからは鳶田が田地三枚・畠地一一枚、皆ト田が 地一四枚・畠 四枚描かれている。田地一〇 二枚が描かれている については、 「荘司垣内」を連想させることから、中世において荘官の屋敷地であった可能性もある。
⑧






























⑥ 細田セギ 細田 上田１反４畝１歩（１） ０（０） 田地12/ 畠１
⑦ 幸次皆トセギ
幸次皆ト ０（０） ０（０） 幸次皆ト　田地10/ 畠地２























宮ノ西 下田１反３畝18歩（１） ０（０） 田地２/畠地６







滝ノ本 下田３反９畝15歩（３）不作田３畝（１） ０（０） 田地５
⑪ ソ子田セギ
ソ子田 中田４畝13歩（２）下田判読不可（５） 下畠２畝11歩（２） 田地５
金下 上田１反６畝４歩（２）中田１反６畝７歩（２） 下畠１畝（１） 田地２/畠地１
⑫ 仲島セギ 仲島 ０（０） ０（０） 畠地５














樋田 上田１反１畝11歩（１） ０（０） 田地６
岩本 中田１反９畝22歩（１）下田１反１畝29歩（２） ０（０） 田地５







畠一反五畝二七歩の計一五筆の耕作地が確認できる。カラ澤については田地がなく、上畠一〇反九畝九歩、中畠三反四畝一四歩、下畠六畝二二歩、不作畠七反九畝 歩の計二九筆の 地のみであった。明治期の地籍図には、立板が田地七枚・畠地三枚、障子が田地七枚・畠地九枚、カラ澤が田地四枚・畠地二 枚が描かれている。中世段階では、山からの水源を利用し、立板と障子の田地を灌漑し たと考えることができる。
⑨
  宮ノ西のセギは 只木神明宮の西側に架かる参宮橋付近 小字宮ノ西から取水し、小字清 付近の までを灌漑していた。慶長 年 検地帳には、宮ノ西は下田一反三畝一八歩の一筆、清水は上田二畝一四歩、中田八畝二五歩、下畠一反八畝一一歩の計六筆が記載されている。明治期の地籍図には宮ノ西の田地 枚・畠 六枚、清水は田地四枚・畠地六枚が描かれている。
⑩
  田口のセギは 小字田口付近から 谷水を利用し、田口・滝ノ本付近の田地を灌漑していた。慶長九年 検地帳には、田口が上田六畝一〇歩、中 一反二畝二歩、下田一二畝一歩、上 六畝五 の計六筆、滝ノ本が下田三反九畝一五 不作田三 計四筆が確認される。明治期の地籍図には、田口の田地が七枚で滝ノ本の田地が五 描かれている。
⑪
  ソ子田 セギは、小字ソ子田と金下・滝ノ本の一部を灌漑していた。慶長九年の検地帳には、ソ子田が中田二筆四 一三歩、下田 五筆記載されているが面積に関して一部判読できな った。そ 他 二筆二畝一一歩確認できる。金下については、上田一反六 四 中一反六畝七歩、下畠一畝の計五筆記載され いる。明治期には地籍図にソ子田が田地五枚、金下が田地二枚・畠地一枚が描かれている。
⑫
  仲島のセギは、八幡橋付近に設置され釣橋川から取水していた。慶長九年の検地帳に 記載はなく、明治期の検地帳 も 地 描かれてお
らず、畠地のみ五枚確認できる。
⑬
  判木のセギは、正式な名称は不明だが、小字カラ澤付近の釣橋川から取水して判木の田地を灌漑していた。慶長の検地帳には、下田九歩と一筆記載されている。明治期の地籍図には田地七枚描かれている。天文一三年の「大福寺領目録」には「はんの 原」で三丈と記載されており、 部が大福寺領として寄進されていた。
⑭
  八幡田のセギは、小字植杉付近に設置 釣橋川から取水し、川の左岸である川添の田地を通り・八幡田までを灌漑していた。慶長九年の検地帳には、川添が中田一反一畝一歩、下田九畝二〇歩、不作田五畝、中畠一反二 歩 下畠七畝二八歩の計八筆記載されている。八幡 については「八まん前」 記載 見えるが、 幡田にそのまま比定できるかはわからない。八まん前 面積は上田五反五畝二一歩、下田三畝六歩、中畠一反 畝 六 の計一六図には川添が田地一〇枚、 が田地八枚描か
⑮





  新戸のセギは、正式な名称は不明だが、川名宮川に設置され小字新戸の田地を灌漑していた。慶長九年の検地帳には中田二反一畝二七歩下田四反四畝二五歩 不作田七畝 計一〇筆記載されている。明治期
－43－
の地籍図には田地二四枚描かれている。以上 ように、聞き取り調査で明らかとなった灌漑範囲は、慶長九年





















成は松下・神下・アシロに見えることから、宇利山川は、若干東西 河道を移動することがあった。昭和に入っても、松下や神下 堤防がなく大水の際、水で溢れてしまう場所であった。基本的に宇利山川や釣橋川について、明治期作成の地籍図を見る限りでは、河 改修前と比べても、大きく河道が代わ なかった。
河川改修が行われる以前は、釣橋川には、神戸橋付近に「伝べぇ淵」















た。Ｅの大柳井堰は、釣橋川右岸の条里型地割の大柳・ヤコウ・ニンバリ・大ガネ付近まで灌漑していた。鎌田・大柳は腰までつかるくらい深い沼田で、木を田に入れてないと歩けないくらい水 豊富 あったという。三ツ橋井堰は、場所は確認できなかったが、釣橋川左岸の三ツ橋の田地を灌漑していたと考える。Ｆの実相井堰は、釣橋川との合流地点付近から右岸の実相田を灌漑していた。実相田とは、中世史料にも登場する大福寺実相坊 田地を指すことから中世由来の であると考える。それ以外の場所では、釣 川右岸 左田 水 確保に苦労しており、大官田・野中付近は水がすぐ乾く荒地であった 御園・シツ平 どは、雨が降ると沢の水を利用して たという。分寸川にあるカラサワ井堰は、山田付近を灌漑していた。
以上、近代の土地改良事業により、水利体系は整備されたものの、水

























































調査成果をもとに明らかにした。そ 結果、只木 利灌漑が慶長九年の検地帳の耕作地 一致することが判明した。調査によって得た水利灌漑の淵源を中世に求めることが きた。近代以降 水利景観がそのまま中世から継続しているわけではないが、中世で 開発が後世 体系に影響を及ぼしたことは間違いない。
その調査成果を踏まえ、中世伊勢神宮による荘園制支配が地域社会の
生活や生産領域に与えた影響について考えてみる。岡本 条里制 敷かれ、河川灌漑のできる釣橋川と宇利山川の合流 中・下流域 位置し、
開発には好都合な地域であった。そのため荘官層の屋敷や名田が多く存在する。浜名神戸の中でも早い段階で住人の生活空間が形成されたものと考えることができる。
釣橋川上流域に位置する只木でも、谷水や河川を水源として、中世後














2）   「三ヶ日町地籍図（仮称） 」 （浜松市立中央図書館所蔵） 。今回、浜松市立中央図書館のご厚意で、同館が所蔵する明治期作成の三ヶ日町全域に渡る地籍図の調査・撮影をおこなうことができた。
－47－
（
3）   「慶長九年七月只木検地帳複製写真」 （静岡県歴史文化情報センター所蔵） 。
（
4）   「遠江国風土記伝抄」 （ 『浜松市史史料編四』 ）二〇五頁。
（
5）  
寛正二年大福寺不動堂建立記（ 「大福寺文書」 、 『静岡県史資料編６








天福元年九月日懸仏銘（ 「只木神明宮所蔵」 、 『県５』七七四号） 。
（
7）  
文永一二年一月棟札銘 （ 「初生衣 社所蔵」 、 『県８付録一』六五号） 。
（
8）  
元弘四年八月二二日忍願弥四郎連署寄進状 （ 「大」 、 『県６』四九
（
9）  
天文一三年 一月 八日大福寺領目録案 （ 「大」 、 『県７』 一 〇〇
（
10）  
天文一七年八月大 寺領田地注文（ 「大」 、 『県７』一九一二号） 。
（
11）  
年未詳大福寺領田地注文案（ 「大」 、 『県７』一七〇一号） 。
（
12）  






11史料。年未詳大福寺領永地注文案（ 「大」 、 『県






















文明六年六月一二日悟渓寄進状（ 「大」 、 『県６』二六一五号） 。
（












天正一二年八王子宮棟札（ 「伊雑皇神社蔵」 、 『県
25』 ）一〇九六頁。
（あさひなあらた
　
東京大学史料編纂所学術支援専門職員）
